
 
  

 
 

令
和
４
年
度
入
学
の
１
年
生
か
ら
採
用
す
る
、
富
士
中
学
校
の
新
標
準
服
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

開
校
以
来
約
70
年
の
間
、
地
域
や
卒
業
生
に
親
し
ま
れ
て
き
た
標
準
服
が
変
わ
り
ま
す
。 

新
し
い
標
準
服
に
つ
い
て
副
校
長
先
生
に
メ
ー
ル
で
う
か
が
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
地
域
の
方
の
声
も
載
せ
ま
す
。 

※ 

 
 

変
わ
り
ゆ
く
わ
が
街
の
風
景 

富
士
中
の
標
準
服
が
変
わ
り
ま
す
！ 

  
 

 
 

 
 

 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                         

              

世
の
中
も
大
き
な
変
革
期
を

迎
え
、
富
士
中
学
校
で
も
そ
の

象
徴
と
し
て
新
し
い
動
き
が
あ

り
ま
す
。
約
１
年
前
か
ら
在
校

生
と
そ
の
保
護
者
、
富
士
の
学

び
舎
の
小
学
校
の
４
～
６
年
生

の
保
護
者
へ
、
標
準
服
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。 

 

そ
の
中
で
、
ま
ず
新
標
準
服

に
す
る
の
か
、
現
行
の
ま
ま
か
、

価
格
の
条
件
は
ど
の
く
ら
い
か
、 

な
ど
が
質
問
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
、
生
徒
会
、
中

央
委
員
会(

富
士
中
内
の
各
委

員
会
の
委
員
長
が
集
ま
る
会

議)

で
も
意
見
を
聞
き
、
新
標
準

服
検
討
委
員
会
を
設
け
、
み
ん

な
で
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。 

    

富
士
中
学
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン 

          

は
「
社
会
に
つ
な
が
る
実
力
の

富
士
中
」
で
す
。
こ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
基
に
、
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
ま
し
た
。
「
富
士
の
誇
り
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
富
士
山
の

よ
う
に
気
高
く
上
品
な
も
の
を

目
指
し
ま
し
た
。 

 

他
校
と
の
明
確
な
差
異
が
あ

る
一
時
的
な
流
行
で
は
な
い

「
未
来
型
デ
ザ
イ
ン
」
で
す
。 

 

冬
服
は
濃
紺
の
ブ
レ
ザ
ー
と

チ
ャ
コ
ー
ル
グ
レ
ー
の
ス
ラ
ッ

ク
ス
ま
た
は
ス
カ
ー
ト
を
選
択

で
き
ま
す
。
細
い
チ
ェ
ッ
ク
柄 

 

は 

          

          

で
、
ス
カ
ー
ト
の
裾
の
ほ
う
に

は
青
い
ラ
イ
ン
が
入
っ
て
い
ま

す
。
各
ご
家
庭
で
洗
濯
で
き
る

素
材
で
す
。
式
典
や
集
会
の
時

に
使
用
さ
れ
る
ネ
ク
タ
イ
と
リ

ボ
ン(

ゴ
ム
式)

は
、
青
色
と
水

色
が
斜
め
に
配
置
さ
れ
、
白
の

ラ
イ
ン
も
入
っ
た
爽
や
か
な
デ

ザ
イ
ン
で
す
。 

 

夏
服
は
白
色
か
紺
色
の
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
、
ま
た
は
白
の
シ
ャ
ツ
。

サ
マ
ー
ニ
ッ
ト
の
紺
色
ベ
ス
ト

も
あ
り
ま
す
。
夏
用
の
ス
ラ
ッ

ク
ス
ま
た
は
ス
カ
ー
ト
を
合
わ

せ 

           

 

せ
ま
す
。 

価
格
は
、
値
上
が
り
率
を
最

小
限
に
し
、
体
操
着
や
上
履
き

な
ど
は
今
ま
で
通
り
、
登
校
用

の
靴
や
鞄
の
指
定
は
特
に
な
く

従
来
通
り
で
す
。 

２
月
の
段
階
で
、
感
染
症
対

策
の
た
め
、
更
衣
室
で
密
に
な

ら
な
い
た
め
に
、
体
育
の
授
業

の
あ
る
日
は
体
操
着
で
登
校
し

て
い
ま
す
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

    

創
立
の
時
か
ら
使
用
さ
れ
て

き
た
今
の
標
準
服
は
、
地
域
の

方
に
と
っ
て
も
大
切
な
も
の
で

し
た
。 

          

毎
年
恒
例
の
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
で
の
歌
う
姿
、
指
揮
者
の
姿

は
標
準
服
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
催
し
「
鎮
守
の

杜
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
の
富
士

中
吹
奏
楽
部
は
、
と
て
も
印
象

に に
残
っ
て
い
ま
す
。 

           

学
校
協
議
会
委
員
の
方
よ
り 

 

富
士
中
学
校
の
男
子
の
詰
襟

の
標
準
服
が
な
く
な
っ
て
い
く

の
は
、
個
人
的
に
と
て
も
寂
し

い
と
思
い
ま
す
。
で
も
時
代
の

流
れ
で
、
し
ょ
う
が
な
い
の
で

す
ね
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
１
年
生

の
姿
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

  

富
士
中
生
よ
り 

着
慣
れ
た
今
の
標
準
服
が
い

い
で
す
。
で
も
、
今
の
も
の
に

リ
ボ
ン
ぐ
ら
い
あ
っ
て
も
良
か

っ
た
か
な
。 

          

  

小
学
６
年
生
よ
り 

春
か
ら
新
１
年
生
で
す
が
、

新
し
く
な
っ
て
嬉
し
い
気
持
ち

で
い
ま
す
。
女
子
は
、
リ
ボ
ン

と
ネ
ク
タ
イ
の
ど
ち
ら
と
も
つ

け
ら
れ
る
の
が
い
い
と
思
い
ま

す
。 

 

※
富
士
の
学
び
舎
に
つ
い
て 

 

平
成
26
年
よ
り
世
田
谷
区
の

進
め
る
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
ひ
と

つ
で
、
小
学
校
と
中
学
校
合
わ

せ
て
「
世
田
谷
９
年
教
育
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
富
士
中
学

校
の
学
区
の
小
学
校
な
ど
が
参

加
し
て
い
る
連
携
教
育
の
取
り

組
み
で
、
富
士
中
、
池
之
上
小
、

代
沢
小
、
多
聞
小
、
多
聞
幼
稚

園
、
代
田
小
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

「
富
士
の
学
び
舎
」
で
は
学

び
舎
小
中
交
流
会
、
学
習
確
認

会
議
、
富
士
中
新
入
生
説
明
会

な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
の
新
入
生
説
明
会
は
、

２
月
15
日
に
動
画
配
信
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

  

２０２２年（令和４年） ３月２５日発行  第１６０号  

「みにこみ７」はインターネットで閲覧可能です！ 全国どこでも検索できます。お知り合いに PR してください。  

 

鎮守の杜のコンサート 

新
し
い
標
準
服
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特
徴
は
？ 

発 行：「みにこみ７」 

     編集委員会 

事務局：代沢まちづくり 

     センター内 

電 話： 03(3413)0513 

昭和２６・７年 富士中正門 

思
い
出
の 

 
 

 
 

 

標
準
服 

合唱コンクールの様子 

新
標
準
服
が 

 
 

 
 

決
ま
る
ま
で 
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渡邉 真弓 
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日吉美代子 
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熊谷 和子 

「みにこみ７」は区の

ホームページからもご

覧になれます。上記の

二次元コードまたは、

みにこみ７で検索。 

 

 

 

『天下を継げなかった「将軍の兄」の位牌所 
（森巖寺）』 
 

 徳川家康の長男「「信康」は織田信長の意向もあり

切腹。 

 次男の「「秀康」は、豊臣秀吉の養子「（実質的には

人質）となったのち、秀吉に実子「 秀頼が誕生した

ため、北関東の名家結城家と婚姻し家督を継ぐ。 

徳川家は三男の「秀忠」が第二代将軍となった。 

 この次男の「「結城秀康」の位牌所が森巖寺である。 

 結城秀康は、関ヶ原の戦いのときは、北関東で上

杉軍を牽制する留守居役となった。この大役により、

合戦後、越前松平家六十七万石「（福井城）の藩主と

なったが、臨終に際して江戸の地に一寺を建立して

自分の位牌所とせよと指示した「（設立1608年）。

享年34歳。 

徳川家康の１１人の男子のうち、９男は尾張、10

男は紀伊、11男は水戸の「「御三家」の始祖となる。 

境内には本堂、淡島堂、弁天堂、閻魔堂「（えんま

様、不動明王尊置）が立ちならび、淡島堂では江戸

時代から続く、針供養が毎年12月８日に行われて

いる。 

（注）森巖寺のホームページ等参照 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（代沢４丁目 日吉健一） 

     

２
月
19
日(
土)
花
見
堂
複
合

施
設
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
愛
称
の
最
終

投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
代
田

三
土
代
会
の
餅
つ
き
も
披
露
さ

れ
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ひ
と
時
で

し
た
。 

 

愛
称
は
「
さ
く
ら
花
見
堂
」

と
決
ま
り
ま
し
た
。 

                       

    

昭
和
57
年(

1982
年)

、
代
沢
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
第
七
出

張
所
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
、「
ミ

ニ
コ
ミ
７
」
は
誕
生
し
ま
し
た
。

今
年
で
40
周
年
、
今
回
が
160
号

と
な
り
ま
す
。
当
初
の
タ
イ
ト

ル
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
し
た
。 

 

第
１
号
か
ら
約
20
年
に
渡
っ

て
編
集
委
員
を
務
め
た
荒
川
千

恵
子
さ
ん
に
当
時
の
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。 

代
沢
中
町
会
会
長
の
宗
さ
ん

の
提
案
で
、
地
域
の
ご
み
問
題

を
な
ん
と
か
し
よ
う
と
い
う
目

的
で
、
７
つ
の
町
会
か
ら
な
る

町
会
連
合
会
の
承
認
を
得
て

「
ミ
ニ
コ
ミ
７
」
は
発
足
し
ま 

 

              

 

し
た
。
ま
ず
、
空
き
缶
を
回
収

し
、
潰
す
作
業
を
し
た
そ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が
、
後

に
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
環
境
部
会
や
、
ご
み
減
量

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
委
員
会
に
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

当
時
、
小
学
４
年
生
の
お
子

さ
ん
が
い
た
荒
川
さ
ん
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
学
級
代
表
や
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
や
っ
て
い
て
、
青
少
年

地
区
委
員
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
ま
し
た
。
み
に
こ
み
編
集
委

員
と
し
て
は
若
手
だ
っ
た
そ
う

で
す
。 

 
「
40
年
と
は
、
時
の
流
れ
を

感
じ
る
ば
か
り
で
す
。
40
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

荒
川
千
恵
子
」 

                

              

芦
花
公
園
駅
か
ら
５
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
世
田
谷
文
学
館
で

は
開
館

25
周
年
を
記
念
し
て

「
セ
タ
ブ
ン
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
」
が
開
催
中
で
す
。 

 

Part
１
・
2021
年
10
月
16
日
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

３
月
31
日 

「
ふ
か
く
こ
の
生
を
愛
す
べ
し
」 

               

  

Part
２
・
2022
年
４
月
９
日
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

９
月
11
日 

「
山
あ
り
て
わ
が
人
生
は
楽
し
」 

 
 

代
沢
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
、

横
光
利
一
も
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
に
出
展
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
沢
川
緑
道
の
文
学
の
小
道
に

は
「
横
光
利
一 

文
学
顕
彰
碑
」

が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
碑

の
下
に
は
、
横
光
家
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
庭
の
敷
石
も
あ
り
ま
す
。

お
散
歩
し
な
が
ら
、
改
め
て
読

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

        

微
笑
と
い
う
も
の
は
人
の
心

を
殺
す
光
線
だ 

「
微
笑
」
よ
り 

横
光
利
一 

  ４月 ～ ６月 行 事 予 定 

 

編
集
委
員 

 

行 事 内 容 日 時 対 象 場 所 問い合わせ先 

子育てひろば 
【ひよこひろば】 

日によって様々な活動を行います。 

楽しく親子で交流しましょう。 

火曜 

１０：３０～１１：３０ 
０～１歳と保護者 

代田南児童館 

代田南児童館 

３４１９－７１９２ 

※新型コロナウイル

ス感染症の状況によ

り変更または中止に

なることがあります。 

子育てひろば 
【ぽっぽひろば】 

日によって様々な活動を行います。 
楽しく親子で交流しましょう。 

水曜 
１０：３０～１１：３０ 

１～２歳と保護者 

子育てひろば 
【おひさまタイム】 

自由遊びです。大型遊具等で 
遊んだり、最後に体操します。 

金曜 
１０：３０～１１：３０ 

乳幼児と保護者 

歩こう会 
（身近なまちづくり推進協議会） 

世田谷の名木を巡ろう！Part２ 
５月１９日（木） 

９：００～１２：００頃 
※雨天の場合、翌日に延期 

一般 
４月２５日（月） 

から申込み開始 

二子玉川駅～ 
善養寺など～等々力渓谷 

（約４Km） 代沢まちづくりセンター 

３４１３－０５１３ 古着の回収 
（ごみ減量・リサイクル推進委員会） 

不要になった衣類を回収し、 
リサイクルします。 

５月予定 一般 
代沢小学校（正門） 
代沢せせらぎ公園 
下代田児童遊園 

若者運営委員会 
いけせいでやってみたいことなどを 

みんなで話そう！ 

月１回開催 
実施日は HPに告知 
１８：００～１９：００ 

中学生以上 

池之上青少年 

交流センター 

池之上青少年 
交流センター 
３４１３－９５０４ 

いけせい菜園部 
花壇を整備し、野菜や花を育てます。 

使わない種や苗を譲ってください。 
毎週土曜日 一般 

若者が活動するための 
アイテムを募集！ 

使わなくなったカードゲームや 
ボードゲームを譲ってください。 

随時 一般 

 新型コロナウイルス等の感染症流行の影響で、中止や延期になる場合があります。問い合わせ先へ最新情報をご確認下さい。 

世
田
谷
文
学
館 

開
館
25
周
年
記
念 

セ
タ
ブ
ン
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展 

花
見
堂
複
合
施
設 

 
 

 
 

愛
称
決
ま
る 

秋の古着回収報告「 1２/５実施 

【回収量】      

「 代沢小学校  「 「 「 「 4,900kg 

「 代沢せせらぎ公園「 「2,770kg 

「 下代田児童遊園「 「  1,420kg 

 

合計 ９，０９０ kg 

収益金63,630 円（1kg あたり 7円） 

ご協力ありがとうございました。 

餅つきの様子 

「 

み
に
こ
み
７
」が 

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た 

代沢桜まつり・代沢芸術祭２０２２は 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止いたします。 ミニコミ７第１号 

み 

と 

し 

ろ 


